
船舶事故等調査報告書 

平成２７年２月５日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１４長第８３号 

事故等種類 運航阻害 

発生日時 平成２６年７月１０日 ０９時００分ごろ 

発生場所 長崎県佐世保市相浦
あいのうら

港西方沖 

 相浦港１号防波堤灯台から真方位２７２°１,２００ｍ付近 

 （概位 北緯３３°１１.０′ 東経１２９°３７.７′） 

事故等調査の経過  平成２６年９月５日、本インシデントの調査を担当する主管調査官

（長崎事務所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

漁船 幸
こう

漁
りょう

、１９トン 

 ＮＳ２－２３０３９（漁船登録番号）、株式会社 Ocean Works 

 第２９０－４５９２２号（船舶検査済票の番号） 

 乗組員等に関する情報 船長、一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

 死傷者等 なし 

 損傷 なし 

 事故等の経過  本船は、船長ほか３人が乗り組み、相浦港西方沖を約１５ノット

（kn）の対地速力で航行中、平成２６年７月１０日０９時００分ご

ろ、主機の潤滑油圧力低下警報のブザーが鳴り、異音を発した。 

 船長は、主機のクラッチを中立として機関室に赴き、目視によりオ

イル漏れなどの点検を行ったが、不具合箇所を発見することができな

かったものの、排気ガスが濃白色で、オイルミスト管から多量のオイ

ルミストが出ていたので、主機に異状があると思い、約５kn に減速し

て相浦港へ引き返した。 

 気象・海象 気象：天気 曇り、風向 北西、風力 ４、視界 良好 

海上：平穏 

 その他の事項  本船は、入港後、機関修理業者が、主機のクランク室ドアを開けて

点検したところ、主機２番シリンダライナから冷却清水が漏れ、潤滑

油に混入していたので、機関を陸揚げして開放点検を行い、ピスト

ン、シリンダライナ、クランク軸の焼付き、主機２番シリンダのロッ

カーアーム、カム軸等の損傷、潤滑油こし器及び油受けに微小な金属

粉等を確認した。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

不明 

あり 

なし 

 本船は、相浦港西方沖を航行中、主機２番シリンダライナから冷却



清水が漏れて潤滑油に混入し、主機の潤滑油圧力が低下してシリンダ

ライナ、クランク軸等の潤滑が不良になったことから、主機の通常運

転ができなくなり、運航が阻害されたものと考えられる。 

原因  本インシデントは、本船が、相浦港西方沖を航行中､主機２番シリ

ンダライナから冷却清水が漏れて潤滑油に混入し、主機の潤滑油圧力

が低下してシリンダライナ、クランク軸等の潤滑が不良になったた

め、主機の運転ができなくなったことにより発生したものと考えられ

る。 

参考 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・主機は、定期的に開放整備を行い、適切に部品を交換すること。 

 


